
脱炭素

マテリアリティへの取組み

　当社グループは、サステナビリティに関する取組みのマテリアリティ（重要課題）の一つとして「脱炭素」に取り組んでいます。����年
までに、CO�排出量を����年度比��％削減するために自助努力の活動を中心に実行しています。

フードロス＆ウェイスト
　当社グループは、サステナビリティに関する取組みのマテリアリティ（重要課題）の一つとして「フードロス＆ウェイスト」に取り組んで
います。����年度は、自助努力の活動に加え廃棄食品の有効活用を開始しました。

　どうしても発生してしまう食品廃棄に関して、����年度より一部の
事業所にて食品廃棄物からバイオガス発電を行う産業廃棄物処理
業者への切り替えを開始しました。
　バイオガス発電とは、食品廃棄物や汚泥、家畜糞尿等の湿分の高い
原料をメタン発酵によりバイオガスを発生させて、それを燃焼させる
ことで生じた高圧の蒸気により、タービンを回転させて発電する方法
のことを指します。 
　今後も、エリアごとに環境に配慮した処理方法を行う産業廃棄物
処理業者との連携を深め、廃棄せざるを得ない食品の有効活用を
進めてまいります。

　当社では、家庭で保管されたままになっている食べ物を持ち寄り、まとめてフード
バンクに寄贈する「フードドライブ」を年に�回（�月・��月）実施しています。会社
として実施しているフードバンク活動への協力だけでなく、従業員にも自ら参加
していただくことで、食品ロスに対する意識を醸成することを目的としています。
　集まった食品は、フードバンク関西様に寄贈し、その後福祉団体やこども食堂、
ひとり親家庭等に無償で配布されています。
　����年度から本格的に開始し、従業員の食品ロスに対する意識が徐々に向上
しています。

フードドライブ

創エネルギー
全国９事業所に
太陽光発電システムを設置し、
再生可能エネルギーを
創出しています。

廃棄食品の有効活用

　商品の発注担当者向けに、需要予測システムに関する
研修を実施することにより、在庫管理レベルの向上を図り、
滞留在庫や過剰在庫の削減に取り組んでいます。

研修の実施
　商品の仕入や在庫管理に責任を持つユニットマネージャーを
対象とした会議において、各所属の現状の取組み内容・成功事例
を共有し、その内容を踏まえた取組みの報告を行っています。

成功事例の共有による取組みの強化

当社物件の照明設備に
関して、LED照明への切り
替えを完了しています。

LED照明の設置

社有車について、
EVカーの導入を
推進しています。

EVカーの導入
室外機及び設置場所
に 遮 熱・断 熱 塗 装 を
施工し、室外機の負荷
を軽減し、省エネに取り
組んでいます。

空調設備の制御
設置後��年以上経過している空調機等を最新の
機種に変更することにより、空調機使用に関わる
CO2排出量の削減に
取り組んでいます。

空調設備の更新

工場や物流センターの屋根に第三者資本による太陽光発電設備を
設置し、CO2フリー電力を使用するスキームの拡大を進めています。
現在は、高知南国センター及びグループ会社の（株）グリーンウッド
ファクトリーの屋根に設置を完了しています。

自家消費型太陽光発電設備の設置

火力発電の割合が低い電気事業者を
選択することで、CO2排出量の削減に
取り組んでいます。

再エネ等の電源由来の割合が高い
電力の使用

従業員へのマインド醸成を目的とし、各事業所へ
カーボンオフセット自動販売機の導入を進めて
います。

カーボンオフセット自動販売機の設置
本社南館では、建築物省エネルギー性能の
評価であるBELSにて、最高評価の�つ星
ランク評価を受けています。

建築物に対する認証の取得

最大需要電力（デマンド値）
を抑えるシステムを導入す
ることで、省エネに取り組ん
でいます。

デマンド監視
システムの導入

埼玉羽生センター発電所
鶴ヶ島センター発電所
静岡支店発電所

北近畿支社発電所
南港流通センター発電所
泉佐野センター発電所

河内臨空センター
発電所

北野センター発電所
宮崎営業所発電所

����年度設置
����年度設置

環境マネジメントシステム
国際規格ISO�����認証取得の維持

　当社グループでは、「加藤
産業グループ環境方針」に
沿った環境保全活動を実施
することにより、持続可能な
社 会の構 築を目 指してい
ます。そのために、国際規格
であるISO�����に基づく
環境マネジメントシステム
を構築しています。

▲食品由来の廃棄物等を原料としてメタン発酵を行い、発生した
バイオガスを燃料にバイオガス専焼発電機で発電する仕組み
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